
   

課題研究のテーマについて 

 

2012 年度の課題研究のテーマについては、大学図書館の業務やサービスに関わる各分野のなかで、 

昨年度の課題に若干新しいテーマを加え、私立大学図書館としてふさわしいと思われる課題研究テーマ

をいくつか例示してみました。 

私立大学図書館全体にとって参考となる、今後の大学図書館についての展望や理論、研究、実態調査、

分析結果など、下記のような研究テーマで応募されることを期待します。 

 

【学習・教育支援・利用サービス】 

 ・図書館による情報リテラシー教育、授業支援と教員からの評価 

 ・学生ボランティア、学生協働の実例調査と課題 

 ・利用環境：ラーニングコモンズなどの実例、学生からの評価 

・24 時間開館の管理体制とセキュリティ対策 

 

【研究支援】 

 ・機関リポジトリと図書館からの学術情報発信のための方策 

 ・研究論文のデジタル化と図書館における著作権処理 

・電子ジャーナル・電子ブックの価格モデル 

 

【図書館の経営・管理・政策】 

 ・大学図書館における業務委託、派遣の実態と今後の動向 

 ・図書館職員のキャリア形成と社会人大学院教育 

・図書館広報の実態と新しい試み 

・大学図書館の危機管理と緊急・災害時対応 

 

【IT・情報リテラシー・デジタルアーカイブ】 

 ・オープンリソースを活用した図書館システム構築の事例 

 ・大学図書館とソーシャルメディアの活用 

 ・デジタルアーカイブの技術的問題点と解決方法 

 

【図書館協力・ネットワーク】 

 ・大学図書館と災害対策ネットワーク 

 ・コンソーシアムと外国雑誌価格対策 

 ・共同リポジトリと地域連携活動 

 

【図書館資料・歴史的研究】 

 ・特別コレクションの資料保存、資料修復 

 ・大学図書館における博物資料、文書資料の管理 

・大学図書館諸基準の推移と動向 


